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In terv iew　グランプリ受賞企業

　Asterは東京のスタートアップですが、

私自身は静岡県の沼津出身で、当地で父

が創業した中小企業の経営もしています。

起業のきっかけは2016年のイタリア中

部地震の被害調査で訪れたアマトリーチ

ェの光景です。そこは人の足音か、時折

余震で建物が崩れる音がするだけの、音

のない世界でした。知識として見たり聞

いたりしていたことでしたが、現場に立

ったときに本当のことが分かりました。

日本であれば何の害もないはずの弱い地

震で、このような不幸が何千年も続いて

いる。当時、私は現在のビジネスを新事

業やサイドビジネスとしてやろうと考えて

いました。二代目として、受け継いだもの

を拡大していきたい、社員のためにもちゃ

んと良い会社にしていきたいという思い

もあったためです。しかし、この現実を知

った時に、これに全力で取り組まなけれ

ばならないと思いました。自分が後悔な

く、人生を終える時に「あの時もう少し

できた」という思いはしたくない。この問

題の解決のために、どれほどの覚悟でや

るか。その答えがAsterを起業すること

であり、そこにフルコミットすることにし

たのです。

　スタ★アトピッチJapanの存在は以前

から知っていました。前回優勝したジグ

ザグや決勝大会に進出した企業のピッチ

を見て、レベルの高いコンテストである

ことも認識していました。そのような全

国の猛者が集まるコンテストで、グラン

プリを獲得した際の反響にも期待して、

参加を決めました。

　当社のビジネスは『地震犠牲者ゼロ』

という深刻なテーマを扱います。決勝大

会の直後は「身の引き締まる思いがした」

というのが率直なところです。日経新聞

は私自身も購読者であり、情報のクオリ

ティも高く、信用しているメディア。その

ような媒体が主催するコンテストで、とて

も高いクオリティでピッチを行っていた

他企業を差し置いてグランプリを獲得で

きたので、私たちのビジネスを非常に高

く評価していただけたと感じました。一

方で、しっかり事業を進めなければなら

ない、“勝って兜の緒を締めよ”という思

いを強く持ちました。

　これまで数多くのピッチイベントに参

加してきましたが、４分という短い時間

の中で話を収めることには、今までには

ない苦労と努力を要しました。しかし、

そのプロセス自体が自身の企業のあり方

やミッション、ビジョンをより深く知るき

っかけになりました。決勝大会に出場す

る企業はユニークで将来性のあるテクノ

ロジーを持ち、話す人の魅力があり、ス

ライドも良くできている。このようなハ

イレベルなピッチは他にはありません。

そこで参加するだけではなく、勝つ。私

はグランプリでなければ意味がないと思

い、そのための準備を重ねてきました。

これから参加する方々にもそのような気

概を持っていただきたいと考えています。

グランプリは『地震犠牲者ゼロ』掲げるスタートアップ

というのが率直なところです。日経新聞

は私自身も購読者であり、情報のクオリ

ティも高く、信用しているメディア。その

スタートアップ 東京ブロック

どれほどの覚悟で解決に挑むか。
その答えが、Asterを起業することだった。

Aster    鈴木 正臣 氏

グランプリ獲得直後の思い
“勝って兜の緒を締めよ”

静岡県沼津市出身。米国で航空宇宙工学を学んでい

たが父親が病に倒れ緊急帰国し家業を継ぐ。自身が

開発した特殊樹脂を起点に東京大学目黒研の山本博

士と研究し、世界人口の60％が居住する石やレンガ

の建物の耐震補強技術を確立。2019年Aster創業。

Aster CEO　鈴木 正臣 氏
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塗 る 耐 震 で 人 類 課 題 を 解 決

参加するだけではなく、勝つ
そのために準備を重ねてきた



　私のテーマは「めっき」という昔からあ

るビジネスを、どのように跡を継ぎ、アッ

プデートして変えていくか。東北ブロッ

ク大会で一緒に出場した方々の想いを背

負って代表に選ばれた限りは、何か形を

残さなければならないと思っていました

が、準グランプリという想像以上の結果

には、驚いたというのが本音です。また、

昨年は同じ山形の佐藤繊維さんが準グラ

ンプリを受賞していたので、同じ山形のア

トツギベンチャーとして、それに続くこと

ができたことを嬉しく思います。

　ピッチコンテストに出たのは生まれて

初めて。スタ★アトピッチJapanへの出

場は、野村證券さんと地元テレビ局の番

組で共演した際にお誘いをいただきまし

た。コンテストという客観的に評価され

る場で話すことは、会社の仲間にも伝わ

りやすい。私としても想いを表現するこ

とで、やるべきことがはっきりする。その

ような機会には積極的に参加した方がよ

いと考え、出場を決意したのです。

　ブロック大会や決勝大会に臨むにあた

り、当然練習を重ねてきましたが、社内

でそれを知っていたのは一人だけ。社員

にも本番一発で自分の心を訴えたいと思

っていましたので、その過程は一切見せ

ていません。決勝大会を終えた後、社内

からの反響は、それはすごいものでした。

この４分間のピッチは今、社員全員の頭

にあります。それがある上で、私の話を聞

き、社員の間で話し合うわけです。トップ

が示し、それによって社員が燃える。そ

の炎はなかなか消えないんです。

　社外からも数多くの反響をいただきま

した。特に業界の仲間からは同世代の社

長だけではなく、私の父親世代からも「こ

の業界の後継者に向けた素晴らしいピッ

チだった」、「大きな希望を抱かせてくれ

た」とご意見いただきました。また、私た

ちの製品に関してのお問い合わせや、東

北経済産業局の皆様からもお声がけをい

ただき、出場して本当に良かったと思って

います。

　事業を営んでいると、他の企業が何を

やっているのかを客観的に見る機会は少

ないと思います。スタートアップには私

たちとは全く違う辛さややりがいがあり、

アトツギベンチャーにも様々なタイプが

ある。そのような両者の想いを聞くこと

は大きな刺激となりました。「人のために、

社会のために」。そういう想いで事業を進

めてきましたが、それは私だけではない

ことを実感しました。また、自分と同じよ

うな立場にあり、同じ志を持った方々と

出会えたことは、大きなメリットに感じて

います。

　スタ★アトピッチJapanは、４分間で

事業と想いを語り尽くす必要があります。

短い時間の中で気持ちは強く凝縮され、

とても熱くなる。ここで語った想いが輪

となり、会社の仲間や取引先へと広がっ

ていきますので、ぜひたくさんの方に参加

してほしいと思います。

In terv iew　準グランプリ受賞企業

ここで語った「想い」が輪となり、
会社の仲間、取引先に広がっていく。

アトツギベンチャー 東北ブロック

2年連続！「山形アトツギベンチャー魂」が心震わす

スズキハイテック    鈴木 一徳 氏

トップが示し、社員が燃える
消えることのない「心の炎」

「人のために、社会のために」
同じ志を持つ経営者との出会い

1970年8月生まれ。東京理科大工学部工業化学科卒。

2015年に売上が大幅減少している中、同社社長に就

任し、新たなめっき技術による、開発主導・開発提案

型そして多様性を受容し、成長し続ける企業に転換

することで、業績を回復させ現在に至る。

スズキハイテック 代表取締役　鈴木 一徳 氏
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山形からめっきでレボリューション



主催／日本経済新聞社　協力／日経トップリーダー

特別協賛 協賛

城南信用金庫　朝日信用金庫　沼津信用金庫　大阪信用金庫　愛媛信用金庫　西中国信用金庫　福岡ひびき信用金庫

とは
新規事業をゼロから立ち上げるスタートアップ。伝統ある家業の革新を目指すアトツギベンチャー。

両者が広く社会に認知され、さらなる飛躍のきっかけとなる機会を提供し、日本の経済活性化につなげていきたい。

そんな想いから始まった日本経済新聞社主催のピッチラン・コンテスト。全国を8ブロックに分けたブロック大会を開催、

決勝大会に進出した20社が、技術の独自性や成長性などを競い合いました。

応 募 資 格 スタートアップ部門　創業10年程度の未上場のスタートアップ企業・団体の経営者

アトツギベンチャー部門　新規事業などに挑む家業のアトツギ経営者・候補者

開催の流れ 全国を8ブロックに分けたブロック大会を開催後、各ブロックの上位企業による決勝大会を開催しました。
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第3回 スタ★アトピッチJapan
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※ 北海道ブロックは、北海道新聞社との共催



決 勝 大 会 入 賞 企 業

山形からめっきでレボリューション

鈴木 一徳 氏
スズキハイテック（山形県山形市）

塗る耐震で人類課題を解決

鈴木 正臣 氏
Aster（東京都中央区）

第3回 スタ★アトピッチJapan

アトツギベンチャー 東北ブロックスタートアップ 東京ブロック

準グランプリグランプリ
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自動運転車のためのAI特許を活用した
セキュリティー事業

Creator’s NEXT（東京都港区） 窪田 望 氏

スタートアップ 東京ブロックスタートアップ部門

AIが商品デザインをつくる 
ー消費者に好まれるデザインを作る「パッケージデザインAI」ー

プラグ（東京都千代田区） 小川 亮 氏

アトツギベンチャー 東京ブロックアトツギベンチャー部門

スマホで買える太陽光発電所CHANGE（チェンジ）

チェンジ・ザ・ワールド（山形県酒田市） 池田 友喜 氏

スタートアップ 東北ブロック野村ホールディングス賞

いつでも・どこでも・だれにでも医療グレードの検査を
独自技術「GLEIA」が拓く新たな健康社会

イムノセンス（大阪府大阪市） 杉原 宏和 氏

スタートアップ 近畿ブロックりそな銀行賞

サバの陸上養殖で世界を変える

フィッシュ・バイオテック（大阪府豊中市） 右田 孝宣 氏

スタートアップ 近畿ブロックオーディエンス賞



AIが商品デザインをつくる 
ー消費者に好まれるデザインを作る
「パッケージデザインAI」ー

決 勝 大 会 進 出 企 業

ブロック大会で高い評価を得た20社が決勝大会に進出。

決勝大会は東京・日経ホールにて開催、ピッチランと質疑応答によりグランプリをはじめ各賞が決まりました。

北海道ブロック 竹栄（北海道札幌市） アトツギベンチャー

グローキーアップ（神奈川県藤沢市） スタートアップ

東北ブロック
スズキハイテック（山形県山形市） アトツギベンチャー

チェンジ・ザ・ワールド（山形県酒田市） スタートアップ

関東ブロック

地元カンパニー（長野県上田市） アトツギベンチャー

ジーニアルライト（静岡県浜松市） スタートアップ

東京ブロック

Aster（東京都中央区） スタートアップ

Creator's NEXT（東京都港区） スタートアップ

プラグ（東京都千代田区） アトツギベンチャー

氷屋川久（愛知県春日井市） アトツギベンチャー

LOZI（愛知県名古屋市） スタートアップ

宗重商店（石川県金沢市） アトツギベンチャー

イムノセンス（大阪府大阪市） スタートアップ

フィッシュ・バイオテック（大阪府豊中市） スタートアップ

ゼンマーケット（大阪府大阪市） スタートアップ

ファーマーズホールディングス（岡山県倉敷市） スタートアップ

山口第一（山口県下関市） アトツギベンチャー

Smolt（宮崎県宮崎市） スタートアップ

スカイディスク（福岡県福岡市） スタートアップ

AlgaleX（沖縄県うるま市） スタートアップ

中部ブロック

近畿ブロック

中国・四国ブロック

九州・沖縄ブロック

沖縄特別大会 ※ 

※ 琉球新報社主催「次世代うちなーイノベータープログラム　スタ★アトピッチ沖縄特別大会」出場枠

自動運転車のためのAI特許を
活用したセキュリティー事業

スマホで買える太陽光発電所
CHANGE（チェンジ）

決勝大会進出企業コメント

　自動運転車だけを

狙ったセキュリティ

のハッキング行為に

対する注意喚起が世

界的に求められていますが、今の技術は、

自動運転の基本的な機能だけに注目が集ま

り、セキュリティにまで追い付いていない

のが現状です。私たちが制作したGoogle

を超えるセキュリティのパッチを広く認

知していただくことで、より豊かな社会

実装に貢献できることを願っています。

Creator’s NEXT

窪田 望 氏

　これからの時代、

経営において重要に

なるデザインは、テ

クノロジーで様々な

広がりを見せているということを実感し

ていただきたいと思っていました。審査

の過程で、業界のトップの方々からたく

さんのフィードバックをいただきました

が、大会の一番の価値はここにあると思

います。アドバイスを通して、事業の成

長性を新たに発見することができました。

プラグ

小川 亮 氏

　環境アクションへ

のストレスやジレン

マを払拭し、当社の

コンセプト「たくさ

んの“ひとり”が、世界を変える。」のよう 

に、一人ひとりが普段の生活の中でも環境

に良い取り組みができるということを多

くの人に知っていただきたく参加しまし

た。私たちが提供する「スマホで変える太

陽光発電所 CHANGE」の認知度が向上す

れば、世界はよりよくなると信じています。

チェンジ・ザ・ワールド

池田 友喜 氏
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基 調 講 演・決 勝 大 会 審 査 員

　スタートアップもアトツギベンチャーも、経営者とし

てのあるべき姿は変わらない。「3つのション」を大事に

してほしい。ミッション、パッション、アクションだ。

企業のミッションは、世のため人のために役に立つとい

う気持ちを持ち続けること。ミッションなくして企業は

継続しない。そして、あふれる情熱と行動が伴ってこそ、

ミッションは実現する。私がやってきたのは「今を一生

懸命生きる」こと。生きているつもり、頑張っているつ

もりでは変化は起こせない。今に集中して一生懸命頑張

れば、明日は今日より成長した企業がある。10年20年

と積み重ねていく中で企業の役割が見えてくる。

　人生とは「ボトルネックを探す旅」だと私は思う。仕

事でも家庭でもさまざまな問題に直面するが、その問題

を乗り越えた先にこそ、人生の楽しさがあり、夢の実現

があるのだ。問題解決について「4つのボックス」を提

案したい。解決するべきボトルネックについて議論をし

ながら、会社に残すもの、捨てるもの、変えるもの、加

えるものを、箱に入れていく。こうして、ボトルネック

の発見と解決を続けると、会社はどんどん成長していく。

そうして、夢の実現に近づいていくほど、仕事が楽しく

なる。そうなれば、仕事がきつい、苦しいとは思わなく

なる。

　なにより素晴らしいのは、一生懸命生きる人間のもと

には同じ価値観を持つ仲間が集まってくることだ。プロ

サッカーチーム「V・ファーレン長崎」がジャパネット

グループに加わったとき、経営再建のため、私は全国の

スポンサーを回った。対戦チームのサポーターとも語り

合った。すると皆が応援してくれるようになった。チー

ムがJ1に昇格したのもその年のことだ。

　「自分の思いが社員に伝わらない」と嘆く経営者に足り

ないのは、一生懸命さだ。「つもり」ではなく、経営者が

本気で頑張っていることが伝わったら、必ず社員はつい

てくる。そんな仲間たちとともに、またボトルネックを

解決していく。人生はシンプル。一度きりの人生で、人の

幸せのためにどれだけ生きていくかが大事。失敗を恐れ

ずに頑張ってほしい。

夢持ち続け日々精進

ジャパネットたかた創業者  髙田 明 氏

決勝大会審査員
石井 芳明 氏

経済産業省 
新規事業
創造推進室長

野田 智義 氏
大学院大学至善館
学長／学校法人至善館
創設者・理事長
全人格リーダーシップ
教育機関アイ・エス・
エル（ISL）創設者

長谷川 博和 氏

早稲田大学大学院
経営管理研究科
教授

山野 千枝 氏

一般社団法人
ベンチャー型
事業承継
代表理事

真鍋 康正 氏

ことでんグループ
代表

北野 唯我 氏

ワンキャリア
取締役CSO

伊藤 暢人

日経トップリーダー
発行人

松井 健

日本経済新聞社 
日経産業新聞
編集長

基 調 講 演

6



ブ ロ ッ ク 大 会ブ ロ ッ ク 大 会

ブロック大会審査員 ※肩書は開催当時

全国8ブロックに105社が出場
書類選考を通過した企業が進出したブロック大会には、さまざまな業界の

企業が出そろいました。各社のバーチャルピッチランを審査員が評価し、

決勝進出企業を決定しました。

北 海 道
ブロック

平本 健太 氏
北海道大学大学院 経済学研究院長 教授

山地 章夫 氏
ヤマチユナイテッド 代表

伊藤 博之 氏
クリプトン・フューチャー・メディア 代表取締役

東 北
ブロック

藤本 雅彦 氏
東北大学大学院 経済学研究科 教授

竹井 智宏 氏
MAKOTO 代表取締役

佐藤 正樹 氏
佐藤繊維 代表取締役

関 東
ブロック

黒田 達也 氏
事業創造大学院大学 副学長

落合 康裕 氏
静岡県立大学 経営情報学部 教授

古川 保典 氏
オキサイド 代表取締役社長(CEO)

東 京
ブロック

石井 芳明 氏
経済産業省 新規事業創造推進室長

長谷川 博和 氏
早稲田大学大学院 経営管理研究科 教授

谷田 千里 氏
タニタ 代表取締役社長

北野 唯我 氏
ワンキャリア 取締役 CSO

伊藤 暢人
日経トップリーダー 発行人

中 部
ブロック

西村 訓弘 氏
三重大学大学院 地域イノベーション学研究科 
工学イノベーションユニット 教授

中黒 茂司 氏
一般財団法人地域未来創生機構 代表理事

谷 鉄也 氏
共同ピーアール 代表取締役社長

近 畿
ブロック

渋谷 順 氏
スマートバリュー 取締役兼代表執行役社長

清水 速水 氏
大阪大学ベンチャーキャピタル 代表取締役

楠美 公 氏
京都大学イノベーションキャピタル 代表取締役社長

山野 千枝 氏
一般社団法人ベンチャー型事業承継 代表理事

中国・四国
ブロック

真鍋 康正 氏
ことでんグループ 代表

桜井 一宏 氏
旭酒造 代表取締役社長

島田 義久 氏
ミライエ 代表取締役

牧野 恵美 氏
広島大学 産学連携推進部 スタートアップ推進部門 准教授

九州・沖縄
ブロック

筒井 俊英 氏
英進館 代表取締役社長

鍵本 忠尚 氏
ヘリオス 代表執行役社長CEO

山口 泰久 氏
FFGベンチャービジネスパートナーズ 取締役副社長

本大会参加者へのアンケート

出場企業にアンケートを実施。本大会へ

の参加理由で最も多かったのは企業名や

事業内容の社会へのアピール、ついで日

本経済新聞社主催であること、従業員の

士気向上を参加動機とする声が多く寄せ

られました。
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■ 企業名や事業内容の社会へのアピール

■ 資金調達やビジネスパートナーを獲得するため

■ 取引先にアピールできるチャンス

■ 従業員の士気向上の機会

■ 本大会の関係者からの勧め

■ 日本経済新聞社主催のイベントだから

■ その他

スタ★アトピッチの参加理由



バ ー チ ャ ル ピ ッ チ ラ ン

参加企業が４分間で、会社や事業にかける思いを表現。

「スタ★アトピッチJapan」のホームページでは、ブロック大会に進出した105社のピッチランを公開しています。

「なぜ十勝」を 
「だから十勝」に 
～十勝に人と

お金を呼び込む～

そら
（北海道帯広市）

北海道ブロック

スタートアップ

海港と陸港の
Wエンジンで、

国民の生活を守る！

吉田運送
（茨城県坂東市）

関東ブロック

アトツギベンチャー

『もったいない』
から世界をつなぐ

宗重商店
（石川県金沢市）

中部ブロック

アトツギベンチャー

発達段階や感覚が
多様な子ども達を
理解するための
研究事業

はなはなみかん
（香川県高松市）

中国・四国ブロック

スタートアップ

気圧の変化により、
体を元気にする。
令和時代の新しい
健康ソリューション

進盟ルーム
（福島県白河市）

東北ブロック

スタートアップ

3000年の
歴史を変える

スマートミラー事業
の展望

ミラーフィット
（東京都渋谷区）

東京ブロック

スタートアップ

ＤＥＯＦＡＣＴＯＲで
「抗ウイルス革命」
市場拡大中！

高橋練染
（京都府京都市）

近畿ブロック

アトツギベンチャー

文章要約
AI タンテキ

バズグラフ
（福岡県福岡市）

九州・沖縄ブロック

スタートアップ
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情 報 発 信（募集告知／開催告知／結果発表）

日本経済新聞朝刊などに年間20回以上掲載

◉募集告知

◉ブロック大会告知

◉決勝大会告知

日本経済新聞 朝刊／日経電子版／BSテレビ東京「日経ニュースプラス9」／

日経電子版「NIKKEI Briefi ng（中小経営NEXT）」／日経トップリーダー etc

関連メディアにも多数広報展開

2021年8月27日 朝刊 2021年7月20日 朝刊 2021年4月27日 朝刊

2021年12月9日 朝刊

2022年1月17日 朝刊

2021年12月9・10・14・15・17日 朝刊
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審 査 員 評 価

　素晴らしい発表だった。一方、受賞企業にお願いがある。それは「今い

る場所に安住してはいけない」ということだ。長く続く日本経済の閉塞感

を打破するため、さらなる飛躍を遂げてほしい。変革と創造を実現する経

営者は大ボラ吹きでもある。まだ見ぬ世界を人々の前で描いてみせ、「でき

る」と言い切ってみせないといけない。同時に、広げた風呂敷を畳んでい

くように実績を積み重ねる必要もある。困難な道のりだが、最後には経営

者の志が人々の夢を叶える日がくると信じたい。

「大ボラ」の実現に期待
野田 智義 氏 大学院大学至善館　学長／学校法人至善館創設者・理事長

全人格リーダーシップ教育機関アイ・エス・エル（ISL）創設者

　いずれのビジネスも、自社のみならず、業界や地域の未来、現場のペイン

など多くを背負うものだった。特にアトツギベンチャーは、この激動する

時代のなかで何を受け継ぎ、何を未来に残すのか、自問自答を重ねている

ことが感じられた。そして、その自問自答の数だけ会社は強くなるのだと

思う。くしくも決勝大会が行われたのは建国記念の日。今回登壇したアト

ツギの皆さんの背中を追いかけるようにして全国のアトツギが革新に挑戦

するとき、日本経済に地殻変動が起こるものと期待している。

「自問自答」が社会を強化
山野 千枝 氏 一般社団法人ベンチャー型事業承継　代表理事
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参加企業募集！  ［最終締切］ 8月31日（水）

一次締切 
2022年6月30日（木）

第4回

新規事業を立ち上げ、その成長に挑んでいるスタートアップ・アトツギベンチャー

創業10年程度の未上場のスタートアップ企業・団体の経営者スタートアップ

応 募 資 格

「事業計画書」（書式自由、A4相当10枚程度）ほか書類数点をご用意ください。書類選考を通過し、

ブロック大会に進んでいただく企業には、2022年10月下旬までに説明会のご案内をいたします。

応募について

新規事業などに挑む家業のアトツギ経営者・候補者アトツギベンチャー

こんな想いに

応えられます
社会に向けて自社の事業やビジョンを熱く訴えたい

大企業との協業・事業提携を持ち掛けたい

共に事業を拡大させるビジネスパートナーを獲得したい

自身・企業を刺激する人的交流・ネットワークを作りたい

ビジョンを共有する従業員のモチベーションを高めたい

スタ★アトピッチJapan 事務局　TEL.03-6812-8652（土・日・祝日を除く9:30～17:30）　E-mail:staat@nex.nikkei.co.jp

https://staatpitch.nikkei.co.jp/詳細は右記サイトよりご覧ください

未来を担うアイデア いま羽ばたく！


